
イ
ン
ド
に
興
っ
た
仏
教
が
、
中
国
人
の
血
と
な
り
肉
と
な
る
ま
で
に
は
、

長
い
時
間
と
想
像
も
で
き
な
い
ほ
ど
の
困
難
を
必
要
と
し
た
。
イ
ン
ド
と

中
国
の
間
に
は
直
接
越
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
山
々
と
延
々
た
る
砂
漠
が

広
が
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
地
理
的
な
困
難
と
文
化
の
違
い
を
越
え
て

仏
教
が
中
国
人
の
も
の
と
な
っ
た
の
は
一
つ
の
奇
跡
で
あ
る
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
・
そ
の
奇
跡
の
よ
う
な
出
来
事
は
、
多
く
の
要
素
が
一
つ

に
な
っ
て
成
り
立
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
も
最
も
大
き
な
要
因
と

し
て
、
イ
ン
ド
・
西
域
か
ら
中
国
に
や
っ
て
き
た
渡
来
三
蔵
と
中
国
か
ら

イ
ン
ド
・
西
域
へ
仏
法
を
求
め
た
入
竺
求
法
僧
の
存
在
を
挙
げ
る
こ
と
が

で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
前
者
の
代
表
が
鳩
摩
羅
什
や
真
諦
で
あ
り
、
後
者

の
代
表
が
法
顕
や
玄
芙
・
義
淨
な
ど
で
あ
る
。

三
世
紀
か
ら
一
○
世
紀
に
か
け
て
、
中
国
か
ら
イ
ン
ド
を
め
ざ
し
た
求

法
僧
は
意
外
に
多
く
、
一
説
に
は
千
人
を
超
す
の
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ

て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
中
で
旅
行
記
を
書
き
残
し
、
現
在
ま
で

そ
れ
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
人
と
な
る
と
そ
の
数
は
き
わ
め
て
少
な
く
、
わ

ず
か
に
六
例
の
み
で
あ
る
。
こ
の
中
で
時
代
的
に
最
も
早
い
の
が
、
本
書

が
注
釈
す
る
と
こ
ろ
の
法
顕
と
そ
の
旅
行
記
「
法
顕
伝
』
（
あ
る
い
は

長
澤
和
俊
著

法
顕
伝
訳
注
解
説
北
宋
本
・
南
宋
本
・
高
麗
大
蔵
経

本
・
石
山
寺
本
四
種
影
印
と
そ
の
比
較
研
究

織
田
顕
祐

第
一
部
訳
注
篇

第
一
部
は
、
北
宋
本
「
法
顕
伝
』
（
宮
内
庁
書
陵
部
図
言
寮
蔵
、
二

四
八
年
刊
）
に
対
す
る
原
文
の
校
勘
と
そ
の
書
き
下
し
な
ら
び
に
現
代
語

訳
と
注
釈
を
内
容
と
し
て
い
る
。
前
述
し
た
と
お
り
、
『
法
顕
伝
」
の
本

文
は
極
め
て
簡
潔
な
表
現
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
本
文
の
文
字
の
異
同
が

解
読
に
あ
た
っ
て
特
に
重
要
な
こ
と
と
な
る
。
今
日
で
は
、
仏
教
研
究
の

第
一
次
的
な
資
料
と
し
て
は
、
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
を
用
い
る
の
が
一

般
的
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
著
者
の
見
解
に
よ
れ
ば
『
法
顕
伝
」
に

限
っ
て
は
そ
う
し
た
方
法
は
適
当
で
な
い
と
さ
れ
る
。
そ
れ
は
著
者
が
、

「
仏
国
記
馴
一
）
で
あ
る
。
法
顕
は
通
算
一
五
年
に
わ
た
る
大
旅
行
を
難
難

辛
苦
の
末
に
成
し
遂
げ
た
が
、
そ
れ
を
わ
ず
か
一
巻
の
旅
行
記
に
ま
と
め

あ
げ
た
。
従
っ
て
文
章
が
き
わ
め
て
簡
潔
で
あ
る
た
め
、
内
容
を
正
し
く

理
解
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。
本
書
は
、
そ
の
『
法
顕
伝
』
の
現
在
望

み
う
る
最
も
理
想
的
な
注
釈
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
著
者
の
長

澤
和
俊
博
士
は
、
一
貫
し
て
中
央
ア
ジ
ア
史
・
東
西
交
渉
史
の
解
明
に
逼

進
し
て
こ
ら
れ
た
学
会
の
泰
斗
で
あ
り
、
多
く
の
著
書
に
よ
っ
て
著
名
で

あ
る
。
著
者
は
、
以
前
に
も
『
法
顕
伝
』
の
訳
注
を
公
刊
し
て
い
る

（
「
法
顕
伝
・
宋
雲
行
紀
』
東
洋
文
庫
一
九
四
、
昭
和
四
六
年
）
が
、
本

書
は
そ
の
後
に
な
さ
れ
た
現
地
踏
査
の
成
果
を
盛
り
込
む
な
ど
、
よ
り
完

成
度
の
高
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
本
書
は
、
第
一
部
訳
注
篇
、
第
二
部

解
説
篇
ｌ
『
法
顕
伝
』
研
究
、
第
三
部
資
料
篇
、
の
三
部
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
本
書
の
構
成
に
従
っ
て
そ
の
梗
概
を
紹
介
し
よ

油
へ
‐
ノ
○
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わ
が
国
に
現
存
す
る
『
法
顕
伝
』
の
諸
刊
本
を
検
討
し
た
結
果
で
あ
り
、

傾
聴
す
べ
き
意
見
で
あ
る
。
著
者
の
意
見
は
、
お
よ
そ
次
ぎ
の
よ
う
な
も

の
で
あ
る
。
現
在
我
々
が
手
に
す
る
こ
と
の
で
き
る
『
法
顕
伝
』
の
諸
版

本
は
大
別
し
て
、
一
、
北
宋
版
東
禅
寺
本
系
、
二
、
南
宋
版
思
渓
蔵
本
系
、

三
、
高
麗
本
系
の
三
系
統
に
整
理
で
き
る
。
そ
し
て
、
南
宋
版
は
北
宋
版

を
校
勘
し
た
形
跡
が
あ
り
、
高
麗
本
は
校
勘
者
で
あ
る
開
泰
寺
僧
統
守
其

が
そ
の
見
識
に
よ
っ
て
改
め
た
箇
所
が
明
ら
か
に
見
ら
れ
る
た
め
に
、
原

文
の
読
解
に
あ
た
っ
て
は
北
宋
本
を
底
本
と
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
の
が

全
体
的
な
結
論
で
あ
る
（
こ
れ
ら
の
点
は
、
第
二
部
の
第
七
章
に
詳
述
さ

れ
る
）
。
因
み
に
大
正
蔵
経
は
『
高
麗
大
蔵
経
』
を
底
本
と
し
て
お
り
、

著
者
の
考
え
に
よ
れ
ば
、
「
し
ば
し
ば
経
文
を
随
意
に
改
霞
し
、
読
み
や

す
く
は
あ
る
が
迂
遠
、
重
州
の
表
現
に
改
め
た
点
が
少
な
く
な
い
」
（
一

八
六
頁
）
と
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
理
由
で
、
原
文
の
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
北
宋
版
を
用
い

て
活
字
化
し
て
い
る
。
版
本
と
活
字
の
関
係
上
同
じ
文
字
が
な
い
場
合
に

は
翻
刻
の
活
字
に
傍
点
を
付
し
て
改
め
た
こ
と
を
記
し
、
版
本
の
明
ら
か

な
誤
植
と
考
え
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
本
文
中
に
く
〉
印
で
訂
正
し
た

文
字
を
記
し
て
い
る
。
こ
の
本
文
の
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
本
文
に
先
立

つ
凡
例
で
、
「
思
渓
蔵
『
法
顕
伝
』
（
南
宋
本
）
及
び
高
麗
蔵
本
『
法
顕

伝
』
を
参
照
し
、
異
同
を
注
記
し
た
」
（
Ⅳ
頁
）
と
あ
り
、
本
文
中
に
校

勘
が
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
第
三

部
の
「
『
法
顕
伝
』
校
注
」
に
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
凡
例
の
過
り
で
あ

る
と
思
わ
れ
る
。

全
体
を
五
章
に
分
け
、
第
一
章
長
安
か
ら
パ
ミ
ー
ル
高
原
へ
、
第
二

章
北
天
竺
の
旅
、
第
三
章
中
天
竺
の
仏
跡
巡
礼
、
第
四
章
ガ
ン
ジ

ス
河
流
域
の
仏
跡
巡
礼
、
第
五
章
帰
国
の
道
程
、
と
名
づ
け
て
い
る
。

訓
読
と
現
代
語
訳
は
、
以
前
の
『
東
洋
文
庫
本
』
に
基
本
的
に
従
っ
て
お

り
、
大
き
な
変
更
は
な
い
。
た
だ
し
、
『
東
洋
文
庫
本
』
は
、
一
般
的
な

読
者
を
対
象
と
し
て
い
る
た
め
に
現
代
語
訳
と
注
釈
の
み
で
あ
っ
た
も
の

が
、
本
書
で
は
原
文
と
書
き
下
し
文
が
併
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
っ

て
現
代
語
訳
の
背
景
が
明
瞭
と
な
り
、
学
問
的
な
研
究
に
資
す
る
も
の
と

な
っ
て
い
る
こ
と
は
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
注
釈
は
大
幅

に
増
広
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
間
に
為
さ
れ
た
現
地
踏
査
の
成
果
が
存
分
に

表
現
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
新
た
に
写
真
な
ど
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
よ
り

わ
か
り
や
す
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
著
者
は
既
述
し
た
よ
う
に
本
来
、

歴
史
関
係
の
専
門
家
で
あ
る
が
、
本
書
の
中
に
は
著
者
の
幅
広
い
研
究
態

度
が
表
れ
て
お
り
、
仏
教
関
係
の
注
釈
も
充
実
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
今
日
の
仏
教
学
の
水
準
か
ら
見
て
多
少
疑
問
に
思
う
も
の
が
な
い
わ

け
で
も
な
い
。
た
と
え
ば
、
第
四
章
で
釈
尊
の
初
転
法
輪
に
ふ
れ
て
、
五

比
丘
に
つ
い
て
注
釈
す
る
中
で
「
十
力
迦
葉
ダ
シ
ャ
バ
ラ
・
カ
ー
シ
ャ
パ

ロ
凹
蟹
冨
医
内
部
冨
冒
（
起
気
）
」
（
一
○
三
頁
）
を
挙
げ
て
い
る
が
、
こ

の
点
は
既
に
「
五
比
丘
中
に
十
力
迦
葉
を
加
ふ
る
は
非
に
し
て
巴
利
所
伝

に
は
仏
弟
子
中
十
力
迦
葉
と
呼
ば
る
る
人
な
く
、
恐
ら
く
冨
吻
ｍ
ｇ
ｍ

烏
印
璽
言
毎
（
迦
葉
仏
）
を
翻
じ
て
仏
弟
子
と
考
え
た
も
の
な
る
べ
し
」

（
『
印
度
仏
教
固
有
名
訶
辞
典
』
一
四
九
頁
）
と
言
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

弥
勒
菩
薩
の
授
記
を
「
こ
の
世
に
成
仏
し
、
釈
尊
に
変
わ
る
と
予
言
さ
れ

’
」
（
一
○
三
頁
）
と
注
釈
す
る
例
な
ど
は
、
何
度
読
ん
で
も
意
味
が

よ
く
分
か
ら
な
い
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
法
顕
が
パ
ー
タ
リ
プ
ト
ラ
で
手
に
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入
れ
た
「
一
巻
の
方
等
泥
恒
経
」
を
注
釈
し
て
大
乗
の
「
六
巻
泥
垣
経
」

（
Ⅱ
『
仏
説
大
般
泥
恒
経
」
大
正
蔵
ｚ
ｏ
，
昌
巴
と
し
、
し
か
も
「
散
逸

し
た
よ
う
で
あ
る
」
（
一
○
七
頁
）
と
す
る
例
な
ど
は
注
と
し
て
不
適
当

で
あ
る
。
「
六
巻
泥
垣
経
」
は
、
現
に
大
正
蔵
経
な
ど
に
収
録
さ
れ
い
る

し
、
状
況
か
ら
見
て
、
当
該
の
経
典
は
、
恐
ら
く
小
乗
の
『
大
般
浬
梁

経
』
（
大
正
蔵
三
○
．
己
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
著
者
の
誤
解

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
は
無
い
物
ね
だ
り
に
類

す
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
本
書
の
学
問
的
価
値
が
下
が
る
と
言

っ
た
ほ
ど
の
こ
と
で
は
な
い
。

第
二
部
解
説
篇
ｌ
「
法
顕
伝
」
研
究

第
二
部
は
、
「
解
説
篇
」
と
さ
れ
、
第
一
章
入
竺
求
法
僧
の
活
躍
、

第
二
章
法
顕
の
生
涯
、
第
三
章
法
顕
の
西
域
旅
行
、
第
四
章
法
瀕

の
ガ
ン
ダ
ー
ラ
紀
行
、
第
五
章
法
顕
の
イ
ン
ド
仏
跡
紀
行
、
第
六
章

帰
国
の
旅
路
、
第
七
章
法
顕
伝
の
刊
本
に
つ
い
て
、
の
全
七
草
か
ら
な

る
。
そ
し
て
、
末
尾
に
法
顕
の
求
法
の
行
程
を
示
し
た
地
図
と
求
法
の
行

程
で
通
過
し
た
国
々
の
一
覧
表
が
付
さ
れ
て
い
る
。
第
一
章
で
は
、
主
な

入
竺
求
法
僧
一
覧
表
と
し
て
一
五
人
の
名
前
を
挙
げ
、
こ
の
中
の
六
人

（
法
顕
、
恵
生
、
玄
英
、
義
淨
、
菫
超
、
悟
空
）
の
旅
行
記
が
残
っ
て
い

る
こ
と
を
明
か
す
。
第
二
章
で
は
、
『
出
三
蔵
記
集
』
「
梁
高
僧
伝
』
等
に

よ
っ
て
法
顕
の
伝
記
を
解
説
し
て
い
る
。
法
顕
の
業
績
は
仏
教
史
上
画
期

的
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
割
に
は
生
卒
年
す
ら
明
確
で
な
い
。
こ
れ

は
一
体
ど
の
よ
う
な
事
情
が
あ
っ
た
の
か
、
今
と
な
っ
て
は
不
明
で
あ
る

が
、
著
者
は
こ
れ
ま
で
の
諸
説
を
基
本
的
に
踏
襲
し
、
法
顕
の
求
法
求
道

を
「
と
に
か
く
法
顕
が
西
域
へ
向
か
っ
た
の
は
、
六
十
の
坂
を
越
し
て
か

ら
で
あ
り
、
帰
国
は
八
十
歳
に
手
の
届
こ
う
と
い
う
高
齢
で
あ
っ
た
」

（
一
三
八
頁
）
と
推
定
す
る
。
諸
般
の
事
情
を
鑑
み
て
こ
の
推
定
は
間
違

い
の
な
い
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
六
十
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
、
そ
れ
こ

そ
身
命
を
顧
み
ず
、
未
知
の
イ
ン
ド
・
西
域
に
求
法
の
旅
に
出
た
法
顕
の

求
道
心
の
激
し
さ
を
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
第
三
章
か
ら
第
六
章
ま

で
は
、
第
一
部
の
訳
注
に
基
づ
い
た
本
文
の
解
説
で
あ
り
、
『
法
顕
伝
』

の
、
王
要
な
文
章
を
抜
き
出
し
な
が
ら
、
本
文
の
次
第
に
従
っ
て
説
明
が
為

さ
れ
る
。
著
者
の
解
説
の
主
眼
は
、
や
は
り
歴
史
的
・
地
理
的
な
点
に
あ

り
、
こ
こ
で
は
仏
教
学
上
の
重
要
な
問
題
に
は
ほ
と
ん
ど
触
れ
ら
れ
な
い
。

こ
の
点
は
や
む
を
得
な
い
こ
と
で
あ
り
、
我
々
の
今
後
の
課
題
と
し
て
残

さ
れ
た
問
題
で
あ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
本
稿
の
最
後
で
ふ
れ
る
こ

と
に
し
た
い
。
第
七
章
は
、
『
法
顕
伝
』
の
名
称
に
関
す
る
考
察
と
、
現

存
の
諸
版
本
に
つ
い
て
の
書
誌
学
的
研
究
で
あ
る
。
『
法
顕
伝
」
の
名
称

に
関
し
て
は
『
仏
国
記
』
『
仏
（
歴
）
遊
天
竺
記
伝
』
な
ど
の
別
名
が
あ

り
、
お
お
む
ね
仏
教
の
分
野
で
は
「
法
顕
伝
』
と
称
さ
れ
、
歴
史
関
係
か

ら
は
『
仏
国
記
（
著
者
は
『
仏
遊
天
竺
記
』
の
簡
略
化
と
推
定
す
る
）
』

と
呼
ば
れ
て
き
た
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
後
半
の
『
法
顕
伝
』
の
諸
版
本
の

研
究
は
、
基
本
的
に
足
立
喜
六
の
労
作
に
も
と
づ
き
な
が
ら
、
そ
れ
を
一

歩
進
め
て
諸
版
本
の
中
で
北
宋
本
を
所
依
と
す
べ
き
こ
と
が
論
理
的
に
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
特
に
大
正
蔵
経
の
底
本
と
な
っ
た
高
麗
本
に
つ
い

て
、
具
体
的
な
例
証
を
挙
げ
て
却
下
し
て
い
く
過
程
は
大
変
興
味
深
い
も

の
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
厳
密
な
検
討
は
、
著
者
の
学
問
的
良
心
か
ら
来

る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
よ
り
具
体
的
に
は
『
法
顕

伝
』
の
本
文
が
あ
ま
り
に
も
簡
潔
で
あ
る
た
め
、
一
字
の
間
違
い
で
意
味

FJ1
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不
明
の
も
の
と
な
っ
て
し
ま
う
例
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
成
果
は
第

三
部
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
の
で
具
体
的
な
点
は
後
に
譲
り
た
い
・

末
尾
に
伏
せ
ら
れ
た
地
図
と
求
法
の
行
程
で
通
過
し
た
国
々
の
一
覧
表
も

簡
単
な
も
の
で
あ
る
が
、
実
用
性
は
高
い
。
た
だ
著
者
の
関
心
に
基
づ
い

て
制
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
の
で
、
仏
教
学
的
な
関
心
に
よ
っ
て
こ
の
表

な
ど
を
利
用
す
る
際
に
は
、
本
文
か
ら
の
増
補
が
必
要
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

第
三
部
資
料
篇

第
三
部
は
、
わ
が
国
に
現
存
す
る
『
法
顕
伝
』
の
諸
版
本
の
影
印
で
あ

る
。
収
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
一
、
北
宋
本
（
東
禅
寺
本
、
宋
寧
三
〈
一

一
○
四
〉
年
刊
、
東
寺
蔵
）
二
、
南
宋
本
（
思
渓
蔵
本
、
嘉
煕
三
〈
一

二
三
九
〉
年
刊
、
増
上
寺
蔵
）
三
、
高
麗
大
蔵
経
本
（
一
二
四
六
年
新

刊
、
増
上
寺
蔵
）
四
、
石
山
寺
本
（
長
寛
二
〈
二
六
四
〉
年
写
本
、

天
理
図
書
館
蔵
）
の
四
本
と
「
「
法
顕
伝
』
校
注
」
に
使
用
さ
れ
る
宮
内

庁
図
書
寮
本
の
合
計
五
本
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
一
頁
の
上
下
二
段
に
わ
け

て
掲
載
し
て
い
る
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
東
禅
寺
本
・
思
渓
蔵
本
は
、
一
紙
三

○
行
又
は
三
六
行
で
あ
り
、
天
地
に
界
線
を
有
し
毎
行
一
七
字
詰
め
で
一

面
六
行
の
折
り
本
仕
立
て
で
あ
る
。
こ
れ
を
六
面
二
十
四
行
分
を
一
段
と

し
て
影
印
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
高
麗
大
蔵
経
本
は
、
一
紙
二
十
三
行

で
同
じ
く
天
地
に
界
線
を
有
し
、
毎
行
一
四
字
詰
め
の
巻
子
本
で
あ
る
。

そ
の
接
着
部
分
が
中
央
に
来
る
よ
う
に
二
十
三
行
ず
つ
区
切
り
、
そ
れ
を

一
段
と
し
て
影
印
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
影
印
は
、
印
刷
の
具
合
も
良
好

で
、
本
文
読
解
に
お
け
る
文
字
の
校
勘
に
は
大
い
に
資
す
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
惜
し
む
ら
く
は
、
影
印
に
あ
た
っ
て
、
原
本
の
大
き
さ
な
ど
の
書
誌

学
的
な
記
述
や
、
解
題
な
ど
が
全
く
付
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ

以
上
が
、
本
書
の
梗
概
で
あ
る
。
本
書
に
よ
っ
て
仏
教
史
上
、
中
央
・

東
ア
ジ
ア
史
上
極
め
て
貴
重
な
『
法
顕
伝
』
の
解
読
が
容
易
と
な
っ
た
。

そ
こ
で
最
後
に
、
本
書
を
通
し
て
『
法
顕
伝
』
を
拝
読
し
、
改
め
て
評
者

が
気
づ
い
た
こ
と
を
述
べ
て
紹
介
を
終
わ
り
た
い
。

法
顕
の
求
法
旅
程
中
、
特
に
仏
教
が
盛
ん
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
と
し
て
、

中
央
ア
ジ
ア
で
は
干
閲
国
（
ホ
ー
タ
ン
）
、
北
イ
ン
ド
で
は
烏
莨
国
（
ウ

ジ
ャ
ー
ナ
）
、
中
イ
ン
ド
で
は
巴
連
弗
邑
（
パ
ー
タ
リ
プ
ト
ラ
）
、
南
イ
ン

ド
で
は
師
子
国
（
ス
リ
ラ
ン
カ
）
が
特
筆
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
法
顕
は
、

そ
れ
ら
の
国
々
は
干
闇
国
以
外
は
す
べ
て
小
乗
が
盛
ん
で
あ
っ
た
と
し
て

の
点
は
本
書
を
最
初
か
ら
順
に
読
み
進
め
て
く
れ
ば
何
ら
問
題
が
な
い
と

も
言
え
る
が
、
三
部
構
成
を
取
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
第
三
部
の
み

を
見
た
場
合
で
も
必
要
最
小
限
の
事
柄
が
分
か
る
よ
う
な
配
慮
が
為
さ
れ

て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

末
後
の
「
『
法
顕
伝
』
校
注
」
は
、
第
一
部
の
訳
注
の
根
拠
と
な
っ
た

北
宋
本
『
法
顕
伝
』
の
原
文
の
翻
刻
で
あ
る
。
翻
刻
は
、
宮
内
庁
図
書
寮

本
（
北
宋
版
開
元
寺
本
、
紹
興
十
八
〈
二
四
八
〉
年
刊
）
を
底
本
と
し
、

そ
れ
を
二
十
二
行
ず
つ
上
段
に
影
印
し
、
活
字
に
翻
刻
し
た
も
の
を
中
段

に
掲
げ
、
思
渓
蔵
本
と
高
麗
蔵
経
本
に
よ
っ
て
校
勘
し
た
結
果
を
下
段
に

示
し
て
い
る
。
校
勘
に
あ
た
っ
て
は
地
名
な
ど
に
は
原
語
も
付
し
て
研
究

の
便
宜
を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
活
字
化
の
段
階
で
、
文
字
に
異
動
が
あ
っ

た
も
の
に
は
傍
点
を
付
し
て
厳
密
を
期
し
て
い
る
。
た
だ
製
版
上
の
都
合

な
の
か
、
六
行
一
面
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
が
二
十
二
行
ず
つ
に
切
ら
れ
て
お
り
、

利
用
上
多
少
不
便
な
観
が
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
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い
る
が
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
違
い
を
言
う
の
で
あ
る
篭
７
か
。
例
え
ば
、

法
顕
が
霊
鷲
山
の
山
頂
で
釈
尊
が
『
首
榴
厳
経
』
を
説
か
れ
た
こ
と
思
い

出
し
て
感
慨
に
耽
っ
て
同
経
を
謂
し
た
り
、
パ
ー
タ
リ
プ
ト
ラ
の
大
乗
寺

で
『
摩
訶
僧
祇
律
』
を
得
た
、
と
言
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
そ

の
大
乗
・
小
乗
観
は
、
今
日
我
々
が
い
う
よ
う
な
概
念
と
は
随
分
違
っ
た

も
の
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
こ
の
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
大
乗

仏
教
の
成
立
や
中
国
仏
教
の
教
判
論
と
関
係
す
る
重
要
な
課
題
で
あ
る
と

思
わ
れ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
中
央
ア
ジ
ア
か
ら
北
イ
ン
ド
の
国
々
の
中

で
特
に
大
乗
仏
教
が
盛
ん
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
所
が
、
ホ
ー
タ
ン
と
カ
ル

ガ
リ
ク
（
子
合
国
）
の
み
で
あ
り
、
タ
シ
ュ
ク
ル
ガ
ン
（
娼
叉
国
）
は
小

乗
仏
教
の
み
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
法
顕
は
、
天
山

南
路
の
北
道
の
途
中
で
タ
ク
ラ
マ
カ
ン
砂
漠
を
ホ
ー
タ
ン
川
に
沿
っ
て
横

断
し
、
南
道
の
ホ
ー
タ
ン
に
至
っ
て
い
る
た
め
、
北
道
の
中
心
地
で
あ
っ

た
ク
ッ
チ
ャ
（
亀
姦
国
）
や
カ
シ
ュ
ガ
ル
を
通
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
ほ

ぼ
同
時
代
の
鳩
摩
羅
什
が
閲
賓
で
学
ん
だ
後
、
カ
シ
ュ
ガ
ル
（
疏
勒
国
）

で
ヤ
ル
カ
ン
ド
（
莎
車
国
）
の
王
子
か
ら
大
乗
仏
教
を
授
け
ら
れ
た
こ
と

が
「
高
僧
伝
』
に
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
総
合
的
に
推
察
す
る
と
、

大
乗
仏
教
は
タ
リ
ム
盆
地
の
周
辺
で
盛
ん
で
あ
り
、
北
イ
ン
ド
に
は
い
る

と
小
乗
仏
教
圏
と
な
っ
て
い
た
同
時
の
様
子
が
窺
わ
れ
る
。

ま
た
、
法
顕
が
律
蔵
を
求
め
る
に
あ
た
っ
て
、
北
イ
ン
ド
で
も
中
イ
ン

ド
で
も
ス
リ
ラ
ン
カ
で
も
、
教
え
が
口
伝
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
、
文
字
に

し
て
記
録
し
た
も
の
が
な
い
こ
と
に
驚
い
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
こ

の
点
は
、
真
理
・
真
実
と
言
語
（
特
に
文
字
）
と
の
関
係
を
通
し
て
、
中

国
・
日
本
の
仏
教
に
お
け
る
戒
律
の
問
題
を
考
え
る
上
で
特
に
重
要
な
視

点
を
も
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
中
イ
ン
ド
の
仏
跡
巡
礼
に
関
す
る
記
述
の
中
か
ら
は
、
当
時
、
そ

れ
ら
が
既
に
さ
び
さ
び
と
し
た
状
況
で
あ
っ
た
こ
と
や
、
玄
英
の
時
代
に

は
相
当
な
規
模
と
な
っ
て
い
た
ナ
ー
ラ
ン
ダ
の
学
問
寺
が
、
こ
の
時
代
に

は
ま
だ
舎
利
弗
の
塔
が
あ
る
の
み
で
あ
る
こ
と
な
ど
に
驚
か
さ
れ
る
。
こ

の
よ
う
に
「
法
顕
伝
』
か
ら
窺
知
さ
れ
る
こ
と
は
仏
教
の
展
開
を
考
え
る

上
で
非
常
に
重
要
な
こ
と
が
多
い
。
そ
れ
故
、
本
書
の
刊
行
に
よ
っ
て
そ

の
よ
う
な
性
格
を
有
す
る
「
法
顕
伝
』
が
正
確
に
解
読
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
は
、
大
き
な
意
義
が
あ
る
と
言
え
る
。
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